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木
　
原
　
浩
　
之

　
マ
レ
ー
シ
ア
法
の
行
方

　
マ
レ
ー
シ
ア
が
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
支
配
を
経
て
独

立
し
た
の
が
一
九
五
七
年
、
昨
年
二
〇
〇
七
年
は
マ
レ

ー
シ
ア
独
立
五
〇
周
年
に
あ
た
る
。
私
が
研
究
調
査
の

た
め
に
マ
レ
ー
シ
ア
に
到
着
し
た
昨
年
八
月
三
〇
日
は

建
国
記
念
日
の
前
日
に
あ
た
り
、
空
港
で
も
市
内
で
も
、

無
論
テ
レ
ビ
で
も
「
独
立
（M

E
R
D
E
K
A

）！
」
を
祝

う
ム
ー
ド
一
色
で
包
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
司
法
の

世
界
で
は
、
そ
の
十
日
ほ
ど
前
に
、Ahmad 
Fairuz

首
席
裁
判
官
（
わ
が
国
の
「
最
高
裁
判
所
長
官
」
に
該

当
す
る
）
の
発
言
が
話
題
と
な
っ
て
い
た
。
八
月
二
二

日
付
の
現
地
の
新
聞
に
よ
れ
ば
、
彼
は
、「
今
や
我
々

に
は
法
的
諸
問
題
を
解
決
す
る
の
に
知
見
を
有
す
る
多

く
の
法
律
専
門
家
が
い
る
た
め
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
コ
モ

ン
・
ロ
ー
に
頼
る
必
要
は
な
い
」、「
マ
レ
ー
シ
ア
は
、

国
家
独
立
か
ら
五
〇
年
を
経
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民

事
法
（Civil Law Act

）
の
第
三
条
お
よ
び
第
五
条

が
強
制
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
未
だ
に
植
民
地
主
義
の
支

配
か
ら
逃
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
」
と
述
べ
て
い
る

（THE 
STAR, 

August 
22, 

2007

）。

　
　
一
、
は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
│
独
立
五
〇
周
年
を
契
機
と
し
て 

│

二
、
マ
レ
ー
シ
ア
法
と
イ
ギ
リ
ス
法
と
の
関
係

　
こ
こ
で
、
首
席
裁
判
官
の
発
言
の
趣
旨
を
理
解
す

 

三
、
イ
ギ
リ
ス
法
の
適
用
に
対
す
る
制
限

　
も
っ
と
も
、
同
法
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
法
が
無
制
限

る
意
味
で
も
、
マ
レ
ー
シ
ア
法
と
イ
ギ
リ
ス
法
と
の
関

係
に
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
は
、
百

年
以
上
に
及
ぶ
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
支
配
を
受
け
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
伝
統
的
に
イ
ギ
リ
ス
法
の
影
響
が
強

い
。
特
に
、
こ
こ
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
今

な
お
旧
宗
主
国
イ
ギ
リ
ス
の
法
律
（
制
定
法
、
判
例

法
）
が
、
一
定
の
範
囲
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
法

的
拘
束
力
を
有
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
　

　
同
裁
判
官
の
発
言
に
あ
っ
た
「
民
事
法
」
は
、
そ
の

起
源
を
一
八
〇
七
年
に
イ
ギ
リ
ス
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
三
世

が
東
イ
ン
ド
会
社
に
宛
て
た
「
裁
判
権
に
関
す
る
第
一

特
許
状
」
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
現
在
も
幾

度
か
の
改
正
を
経
て
（
最
後
の
改
正
は
一
九
七
二
年
で

あ
る
）、
マ
レ
ー
シ
ア
に
適
用
可
能
な
イ
ギ
リ
ス
法
の

範
囲
に
つ
い
て
明
文
規
定
を
定
め
て
い
る
。
第
三
条
は

「
イ
ギ
リ
ス
法
の
一
般
的
な
適
用
」
に
つ
い
て
、
第
五

条
は
「
商
事
上
の
問
題
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
法
の
適

用
」
に
つ
い
て
定
め
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
判
例
法

（
コ
モ
ン
・
ロ
ー
お
よ
び
エ
ク
イ
テ
ィ
）
が
、
所
定
の

地
域
で
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
イ
ギ
リ
ス
の
制
定
法
が

マ
レ
ー
シ
ア
に
適
用
さ
れ
る
。

に
適
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
同
法
第
三
条
と
第
五

条
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
の
適
用
除
外
規
定
も
設
け
ら
れ

て
い
る
。

　
第
一
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
適
用
可
能
な
イ
ギ
リ
ス
法

の
範
囲
に
は
「
期
限
」
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
州
ご
と

に
そ
の
期
限
は
微
妙
に
異
な
る
が
、
西
マ
レ
ー
シ
ア
で

は
一
九
五
六
年
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
法
の
み
が
適
用
さ

れ
、
同
年
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
の
判
例
法
・
制
定
法
は
原

則
と
し
て
は
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
法
的
拘
束
力
を
有

し
な
い
。

　
第
二
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
成
文
化
さ
れ
た
法
（
制
定

法
）
が
施
行
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
律
が
規

律
す
る
範
囲
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
法
の
適
用
は
認
め

ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
制
定

法
の
数
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
イ
ギ
リ
ス
法
が
適
用

さ
れ
る
範
囲
は
縮
小
す
る
。
私
法
の
領
域
だ
け
に
限
っ

て
み
て
も
、
イ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
制
定
法
を
モ
デ
ル
と
し
た
、
連
邦
土
地

法
典
、
動
産
売
買
法
、
契
約
法
、
会
社
法
、
消
費
者
保

護
法
な
ど
の
制
定
法
が
数
多
く
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
第
三
に
、
現
地
の
諸
事
情
に
適
合
す
る
イ
ギ
リ
ス
法

の
み
が
適
用
さ
れ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
は
、
マ
レ
ー
系
、

中
国
系
、
イ
ン
ド
系
、
そ
の
他
少
数
民
族
で
構
成
さ
れ

る
他
民
族
国
家
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
が
異
な
る

言
語
と
宗
教
を
も
つ
。
マ
レ
ー
系
は
マ
レ
ー
語
と
イ
ス

ラ
ム
教
を
、
中
国
系
は
中
国
語
と
仏
教
を
、
イ
ン
ド
系

は
タ
ミ
ル
語
と
ヒ
ン
ズ
ー
教
を
、
少
数
民
族
も
そ
れ
ぞ

れ
に
固
有
の
言
語
と
宗
教
を
、
そ
れ
ぞ
れ
使
用
し
、
信

仰
す
る
。
そ
し
て
、
各
民
族
の
慣
習
法
が
法
源
の
一
つ

と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
国
教
を
イ
ス
ラ
ム
教
と
し
、

イ
ス
ラ
ム
法
も
法
源
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
土
地
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法
、
家
族
法
、
刑
法
な
ど
の
領
域
で
は
、
慣
習
法
や
イ

ス
ラ
ム
法
に
基
づ
く
独
自
の
法
形
成
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
民
事
法
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
慣
習
法
や
イ
ス
ラ

ム
法
と
、
イ
ギ
リ
ス
法
と
が
抵
触
す
る
場
合
に
は
、
前

者
が
優
先
す
る
。

　
四
、
イ
ギ
リ
ス
法
か
ら
イ
ス
ラ
ム
法
へ

　
以
上
の
よ
う
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス

法
の
適
用
は
、
実
際
に
は
、
か
な
り
制
限
的
な
も
の
で

あ
る
。
民
事
法
に
よ
れ
ば
、
マ
レ
ー
シ
ア
固
有
の
判
例

法
、
制
定
法
、
慣
習
法
な
ど
が
イ
ギ
リ
ス
法
に
優
先
す

る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
首
席
裁
判
官
が
民

事
法
の
廃
止
を
訴
え
た
の
に
は
、
い
か
な
る
意
図
が

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
首
席
裁
判
官
が
先
の
発
言
を
し
た
の
は
、

A
h
m
a
d

Ibrahim: 
Thoughts 

and 
Knowledge 

Con-

tribution

と
い
う
セ
ミ
ナ
ー
の
場
に
お
い
て
で
あ
っ

た
。
こ
の
故A

h
m
a
d

教
授
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
の
適
用

を
明
示
す
る
民
事
法
を
廃
止
し
、
代
わ
っ
て
イ
ス
ラ
ム

法
を
マ
レ
ー
シ
ア
法
の
基
礎
に
据
え
る
べ
き
で
あ
る
こ

と
を
主
張
し
て
き
た
代
表
論
者
で
あ
る
。
同
裁
判
官

は
、
そ
の
彼
の
業
績
を
讃
え
る
セ
ミ
ナ
ー
の
場
で
、
前

述
の
よ
う
に
民
事
法
の
廃
止
を
主
張
し
た
の
だ
が
、
続

け
て
、「
私
の
意
見
で
は
、Ahmad

教
授
の
示
す
方
向

性
は
、
い
か
に
そ
れ
が
修
正
さ
れ
る
か
は
別
と
し
て
、

保
持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
確
か
な
こ
と
は
、
彼
の
努

力
は
、
イ
ス
ラ
ム
法
を
そ
の
最
も
適
し
た
地
位
に
置
く

と
い
う
明
確
な
目
標
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。」
と
述

べ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
同
裁
判
官
の
発
言
に
は
、「
イ
ギ

リ
ス
法
の
放
棄
」
に
加
え
て
、「
イ
ス
ラ
ム
法
へ
の
転

換
」
と
い
う
意
図
も
あ
る
。
こ
れ
を
裏
づ
け
る
よ
う
に
、

首
相
府
の
閣
僚
で
あ
るAbdullah 

Zin

博
士
は
、
首

席
裁
判
官
の
提
案
を
賞
賛
し
つ
つ
、「
全
州
に
統
一
的

な
イ
ス
ラ
ム
法
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
国
家
に
お

け
る
イ
ス
ラ
ム
法
の
さ
ら
な
る
発
展
に
寄
与
す
る
で
あ

ろ
う
」、「
我
々
は
す
で
に
、
家
族
法
、
行
政
法
お
よ
び

刑
法
に
関
す
る
連
邦
直
轄
地
を
加
え
た
、
一
四
の
全
州

に
お
い
て
統
一
的
な
イ
ス
ラ
ム
法
を
有
す
る
段
階
に

入
っ
て
い
る
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
た
。
も
っ
と

も
、
同
博
士
は
、「
イ
ス
ラ
ム
法
の
発
展
に
関
す
る
さ

ら
な
る
提
案
が
あ
る
な
ら
ば
、
非
常
に
歓
迎
す
べ
き
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
段
階
的
に
実
施
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
」
と
慎
重
な
見
方
も
示
し
て
い
る
（THE 

STAR
,

August 
24, 

2007

）。

　
　
五
、
マ
レ
ー
シ
ア
法
の
行
方

　
首
席
裁
判
官
の
発
言
に
対
し
て
は
、
否
定
的
な
コ
メ

ン
ト
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
バ
リ
ス
タ
評
議
会
の
議
長

Ambiga 
Sreenevasan

は
、「
マ
レ
ー
シ
ア
の
裁
判

官
ら
が
イ
ギ
リ
ス
法
の
諸
原
則
を
受
容
す
る
や
、
そ
れ

ら
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
一
部
と
な
り
、

そ
し
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
法
は
そ
の
よ
う
な
方
法
で
発
展

し
て
き
た
。」
と
コ
メ
ン
ト
を
出
し
、「
優
れ
た
マ
レ
ー

シ
ア
の
裁
判
官
ら
に
よ
っ
て
入
念
に
構
築
さ
れ
た
マ

レ
ー
シ
ア
の
判
例
法
の
集
大
成
は
一
体
ど
う
な
る
の

か
。
そ
れ
は
一
夜
に
し
て
放
棄
さ
れ
て
し
ま
う
の

か
。」
と
問
う
た
（T

H
E
 
S
T
A
R
,
 
A
u
g
u
s
t
 
2
3
,

2
0
0
7

）。

　
ま
た
、
サ
バ
州
法
律
協
会
の
会
長John 

Sikayun

は
、「
マ
レ
ー
シ
ア
の
裁
判
所
が
依
拠
す
る
イ
ギ
リ
ス

の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
は
、
と
り
わ
け
、
商
業
問
題
に
お
い

て
、
お
よ
び
、
海
運
や
国
内
取
引
と
い
っ
た
様
々
な
諸

問
題
を
取
扱
う
外
国
人
投
資
家
に
と
っ
て
、
重
要
な
も

の
で
あ
る
」
と
し
、「
イ
ギ
リ
ス
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に

お
け
る
諸
原
則
は
一
般
的
ま
た
は
普
遍
的
に
適
用
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
廃
止
す
る
こ
と
、

ま
た
は
、
我
々
の
独
自
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
の
み
依
拠

す
る
こ
と
は
、
事
実
上
、
他
の
世
界
か
ら
隔
離
さ
れ
る

と
い
う
結
果
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
た
（T

H
E

STAR , 
August 

30, 
2007

）。

　
こ
れ
ら
の
コ
メ
ン
ト
に
み
る
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
法

を
放
棄
す
る
こ
と
の
マ
イ
ナ
ス
面
も
考
慮
に
入
れ
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
形
成
さ
れ
て
き
た
判
例
法
を

放
棄
す
る
こ
と
は
、
紛
争
解
決
の
た
め
の
指
針
を
失
う

こ
と
を
意
味
し
、
混
乱
を
招
く
こ
と
は
避
け
ら
れ
な

い
。
ま
た
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
を
継
受
し

た
他
の
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
諸
国
（
イ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
等
）
の
法
制
度
と
多
く

の
点
で
共
通
ま
た
は
類
似
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
取
引

法
を
統
一
化
さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
国
際
的
な
趨
勢
の

中
で
は
、現
状
を
維
持
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
も
い
え
る
。

　
今
後
、
マ
レ
ー
シ
ア
が
、
約
一
二
億
人
を
占
め
る
イ

ス
ラ
ム
社
会
の
法
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
い
く
の
か
、
そ

れ
と
も
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
諸
国
を
中
心
と
し
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
影
響
力
を
も
つ
イ
ギ
リ
ス
法
と
歩
調
を
合

わ
せ
て
い
く
の
か
、そ
の
動
向
を
注
意
深
く
見
守
り
た
い
。

　
　
　
　
　
（
き
は
ら
ひ
ろ
ゆ
き
・
法
学
部
准
教
授
）

〔
付
記
〕
民
事
法
の
詳
細
に
つ
き
、
拙
稿
「
マ
レ
ー
シ
ア
に
お

け
る
イ
ギ
リ
ス
法
の
継
受
│
『
一
九
五
六
年
（
一
九
七
二
年
改

正
）
民
事
法
』
の
検
討
を
中
心
に
│
」
亜
細
亜
法
学
四
一
巻
一

号
七
七
頁
（
二
〇
〇
六
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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